
 第Ⅱ部 第１４章 帝国主義とアジアの民族主義運動 

３ アジア諸国の改革と民族運動（２）                                                                                                        教教教教ｐｐｐｐ292292292292（（（（L11L11L11L11））））～～～～222294949494（（（（LLLL10101010））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○義和団事件（1900～01） 

 

〔光緒新政〕…清を西洋風の近代国家へと改革 

※戊戌の変法と同路線 

→実質は西太后が指導 

◇【5    】の廃止（1905） 

◇【6        】の発表（1908） 

◇国会開設の公約（1908） 

 

○光緒帝死去 

○西太后死去 

（共に 1908） 

 

→宣統帝即位 

（溥儀） 

○日露戦争（1904～05） 

 

○【1       】 

（1904～07，3 次） 

… 【2     】府の設置 

韓国の保護国化 

※韓国民衆が反日義兵闘争 

 

○【3        】（1910） 

…正式に植民地化 

※【4       】府を設置 

 

朝鮮半島 清 

清朝打倒清朝打倒清朝打倒清朝打倒のののの動動動動きききき    

○孫文が 

【7      】を結成 

（1894） 

※華僑の支援 

 

○孫文が革命諸団体の結集 

→東京で【8         】を組織（1905） 

〔主張〕【9        】 

◇民族の独立（異民族支配の打倒） 

◇民権の伸長（共和政国家の樹立） 

◇民生の安定（民衆への富の分配） 

革命諸団体の増加 

○清政府が幹線鉄道の国有化を発令（1911） 

→外国借款に対しての担保にする目的 

○【11    】で暴動（，8） 

○【12    】の新軍が武力蜂起（，10） 

○【13    】で中華民国が建国（1912，1） …アジア初の共和国 

※臨時大総統に【14     】が就任 

○清の将軍【15      】が宣統帝（溥儀）を退位させる（，2） 

＝清の滅亡 

○袁世凱が中華民国の臨時大総統に就任 

 

 

○袁世凱の独裁政治→孫文は【16    】党を組織して抵抗 

○第二革命（1913，7）…孫文らの武装蜂起  

⇒袁世凱により弾圧 

○袁世凱が正式大総統に就任（，10） ⇒独裁強化 

◆第 1 次大戦勃発（1914） 

◆日本の二十一か条要求を承認（1915） 

○袁世凱死去（1916） 

⇒多数の【17     】がそれぞれ列強の支援を受けて分立・抗争 

北京政府の権力争いを繰り広げた軍人の集団 

 

【10     】革命 （1911～12） 

中華民国 

○外モンゴルが中国からの独立を 

宣言（1911） 

○ダライ＝ラマ 13 世が 

チベットの独立宣言（1913） 

 

○モンゴル人民共和国が 

成立（1924） 


